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PEARでは、重慶市農業委員会の協力の
下、重慶市においてバイオガス・マイク
ロダイジェスター（BMD）CDMプロジェ
クトの事業化を進めています。 

CERsから得られる利益を直接農民に還元
するコベネフィット型のCDMにより、重
慶市の農家にBMDを設置します。 

重慶市開県で、BMD設置費用の一部とし
て1,500元／戸を農家に助成して、756戸
の農家にBMDを導入する計画です。そし
て、開県の事業をプログラムCDMの
Activityの第一号として、プログラムCDM

の国連登録の作業を進めています。開県
の事業をモデルとして、プログラムCDM

により重慶市の農家にBMDを設置して普
及する計画です。 

農家に支給する助成金は、昨年開催され
ましたＧ８北海道洞爺湖サミットのカー
ボンオフセットの助成金を充てており、
発生したクレジットの一部はＧ８北海道
洞爺湖サミットのカーボンオフセットに
使用されます。 

2008年12月に開県でBMDの建設を
開始し、2009年3月14日にキック
オフ式典を開催しました。 

式典は、重慶市農業委員会　農業
生体農村能源処　王国華処長の司
会で行われ、重慶市農業委員会高
興明副主任、PEAR社松尾直樹、
来賓の

、
の挨拶に続き、PEARと農

家代表の調印を行い 

ました。そして、 

BMDを設置中の農家、 

BMD建設中の農家の 

見学を行いました。 
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開県は、重慶市中心部から東北へ約
310km、高速道路が開通し車で3時間
30分の山間部あり、西側は四川省に
接しています。大徳郷龍王村は、同
県中心部から車両でさらに１時間の
山中にあり、住民の大半が農業従事
者で、おもな現金収入は出稼ぎです。 
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